
    

1 

 

平成 24 年６月 15 日 

各      位 

上 場 会 社 名 株式会社セラーテムテクノロジー 

代 表 者 名 代表取締役社長  池田 修 

（コード番号  4330 大証 JASDAQ 市場） 

本 社 所 在 地 東京都中央区日本橋本石町 3-1-2 

  

過年度決算の訂正の概要に関するお知らせ 

 

当社は、平成 24 年５月 11 日付当社適時開示「過年度決算の訂正に関するお知らせ」のとおり、

過年度決算の詳細な内容については調査検討しておりましたが、この度、パシフィック監査法人

との協議の結果にもとづき訂正すべき過年度決算の訂正の概要をお知らせいたします。 

 

記 

１．訂正理由 

当社は平成 21 年 11 月 13 日当社適時開示「第三者割当による新株式の発行に関するお知らせ」

および「北京誠信能環科技有限公司子会社化に関するお知らせ」において、WEALTH CHIME 

INDUSTRIAL LIMITED に第三者割当増資を行うと同時に、中国企業である北京誠信能環科技有限

公司（以下、「北京誠信」といいます。）の所有者である True Honour Group Ltd.から、北京誠

信を傘下に有する持ち株会社である China CEE(Holding)Co.,LTD.（以下、「China CEE」といい

ます。）の全株式を買収することで、平成 21 年 12 月 31 日をもって北京誠信を子会社化する旨の

開示を行いました。しかし、平成 24 年３月 30 日付当社適時開示「金融商品取引法違反容疑によ

る起訴状受領に関するお知らせ」に記載の公訴事実および平成 24 年５月 11 日付当社適時開示

「「金融商品取引法第 193 条の３第１項の規定による財務計算に関する書類の適正性の確保に影

響を及ぼすおそれのある法令違反等事実の通知」に対する回答についてのお知らせ」のとおり、

WEALTH CHIME INDUSTRIAL LIMITED と True Honour Group Ltd. は実質的に一体であり、本件子

会社化は、結果的には資金移動なく当社株式が北京誠信の所有者である True Honour Group Ltd.

に交付されることにより、北京誠信を傘下に有する China CEE が当社の完全子会社となる実質的

な株式交換でありました。これに関連して、パシフィック監査法人の意見により当社の第 15 期

第２四半期（自 平成 21 年７月１日 至 平成 21 年 12 月 31 日）から第 17 期第２四半期（自 平

成 23 年７月１日 至 平成 23 年 12 月 31 日）までの会計処理を訂正する必要があります。 

 

２．過年度決算訂正による各決算期への影響について 

本件の子会社化は、資本関係においては、北京誠信を傘下に有する China CEE が当社の完全子

会社となり、法律上も当社が親会社となります。また True Honour Group Ltd.の保有株式数は

45％であり当社の発行済株式総数の過半数に満たないものであります。 

しかし、監査法人の意見では、当社に対する議決権比率のうち株主総会に対して有効な議決権

の影響により会計処理に関しては、企業結合会計推定の逆取得に該当し、北京誠信を傘下に有す
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る China CEE を取得企業、当社を被取得企業として連結財務諸表を作成することとなりました。 

そのため、当社の第 15 期（平成 21 年 7 月 1日から平成 22 年 6 月 30 日）の業績については、

北京誠信の平成 21 年 7 月 1日から平成 22 年 6 月 30 日までの連結経営成績に当社及び米国子会

社の平成22年1月1日から平成22年6月30日までの連結経営成績を合算したものとなります。

また、連結貸借対照表の固定負債として計上していた負ののれんがゼロとなり、それに伴い、連

結損益計算書の営業外収益として計上していた負ののれん償却額もゼロとなります。 

この結果、連結業績等の訂正の概要は以下のようになります。 

 

 

（単位：百万円）

訂正前 訂正後 差額

平成22年6月期 売上高 881 1,991 1,109
第２四半期累計期間 営業利益 91 581 490
　自平成21年7月1日　 経常利益 82 603 521
　至平成21年12月31日 純利益 78 544 465

純資産 2,470 2,825 354
総資産 4,264 4,264 －

平成22年6月期 売上高 2,087 3,198 1,110
第３四半期累計期間 営業利益 281 771 490
　自平成21年7月1日　 経常利益 306 808 502
　至平成22年3月31日 純利益 283 732 448

純資産 2,712 3,049 337
総資産 4,027 4,027 －

平成22年6月期 売上高 3,461 4,575 1,114
通期 営業利益 571 1,063 491
　自平成21年7月1日　 経常利益 662 1,149 486

　至平成22年6月30日 純利益 603 1,034 430

純資産 2,946 3,265 319
総資産 4,523 4,523 －

平成23年6月期 売上高 1,501 1,501 －
第１四半期累計期間 営業利益 306 306 －
　自平成22年7月1日　 経常利益 336 318 △ 17
　至平成22年9月30日 純利益 330 312 △ 17

純資産 3,184 3,486 301
総資産 4,679 4,679 －

平成23年6月期 売上高 3,393 3,393 －
第２四半期累計期間 営業利益 742 742 －
　自平成22年7月1日　 経常利益 801 765 △ 35
　至平成22年12月31日 純利益 762 726 △ 35

純資産 3,570 3,854 283
総資産 5,195 5,195 －

平成23年6月期 売上高 5,225 5,225 －
第３四半期累計期間 営業利益 1,162 1,162 －

　自平成22年7月1日　 経常利益 1,244 1,191 △ 53
　至平成23年3月31日 純利益 1,126 1,073 △ 53

純資産 4,050 4,316 266
総資産 5,604 5,604 －

平成23年6月期 売上高 7,063 7,063 －
通期 営業利益 1,566 1,566 －
　自平成22年7月1日　 経常利益 1,668 1,597 △ 70
　至平成23年6月30日 純利益 1,484 1,413 △ 70

純資産 4,357 4,605 248
総資産 6,083 6,083 －  
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（単位：百万円）

訂正前 訂正後 差額

平成24年6月期 売上高 1,671 1,671 －
第１四半期累計期間 営業利益 297 297 －
　自平成23年7月1日　 経常利益 305 287 △ 17
　至平成23年9月30日 純利益 268 250 △ 17

純資産 4,247 4,477 230
総資産 5,761 5,761 －

平成24年6月期 売上高 3,833 3,833 －
第２四半期累計期間 営業利益 732 732 －
　自平成23年7月1日　 経常利益 782 747 △ 35
　至平成23年12月31日 純利益 690 655 △ 35

純資産 4,766 4,979 212
総資産 6,639 6,639 －  

 

 

３．今後の見通し 

当社は、第 15 期第２四半期（自 平成 21 年７月１日 至 平成 21 年 12 月 31 日）から第 17

期第２四半期（自 平成 23 年７月１日 至 平成 23 年 12 月 31 日）の四半期報告書等の訂正報告

書を、平成 24 年６月期第３四半期報告書とともに、法定提出期限経過後１か月以内である平成

24 年６月 15 日までに、EDINET を通じて、関東財務局長に提出する予定です。また、提出する訂

正報告書等に添付する監査報告書および四半期レビュー報告書については、パシフィック監査法

人より、結論の表明をしないまたは意見不表明という内容で受領しております。あわせて決算短

信等関連する過去の適時開示リリース等の訂正を適宜行ってまいります。 

なお、当社は四半期報告書等に添付する監査報告書について、パシフィック監査法人より「結

論を表明しない」旨の監査報告書を受領いたしました。詳細については、本日、平成 24 年６月

15 日付当社適時開示「平成 24 年６月期第３四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー報告書

の結論不表明に関するお知らせ」をご参照下さい。 

なお、本件により、株主様及びお取引先様をはじめ関係者の皆様には、多大なるご迷惑とご心

配をお掛けしていることを心よりお詫び申し上げます。 

 

以上 

 

■ 本件に関するお問い合わせ先 

株式会社セラーテムテクノロジー IR 担当   TEL: 03-6820-0740  


